
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
発熱素子を一方向に配列してなるグレーズを有するサーマルヘッドと、
前記グレーズと感熱記録材料とを接触して、前記発熱素子の配列方向と直交する方向にサ
ーマルヘッドと感熱記録材料とを相対的に移動する手段と、
画像データ供給源から画像データを受取り、この画像データに抵抗値補正を含む画像処理
を施して、感熱記録画像データとする画像処理部と、
サーマルヘッドの温度測定手段とを有し、
さらに、前記画像処理部が、

前記サーマルヘッドの温度、あるいは記
録画像の画像データ値、もしくはその両者に応じて、前記抵抗値補正の補正係数を調整す
る手段を有することを特徴とする感熱記録装置。
【請求項２】
前記抵抗値補正データが空間周波数処理されてなるものである に記載の感熱記録
装置。
【請求項３】
前記画像処理部が、所定枚数の画像記録毎に前記抵抗値補正データを更新する

に記載の感熱記録装置。
【発明の詳細な説明】
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前記グレースの延在方向の両端部を除いた発熱素子の最大抵
抗値を基準として、それぞれの抵抗値に応じて各発熱素子毎に設定された抵抗値補正デー
タを用いて抵抗値補正を行うものであり、かつ、
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請求項１ま
たは２



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、サーマルヘッドを用いる感熱記録装置の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
超音波診断画像の記録に、フィルムを支持体として感熱記録層を形成してなる感熱記録フ
ィルム（以下、感熱フィルムとする）等の感熱記録材料を用いた画像記録（以下、感熱画
像記録ともいう）が利用されている。
また、このような感熱画像記録は、湿式の現像処理が不要であり、取り扱いが簡単である
等の利点を有することから、近年では、超音波診断のような小型の画像記録のみならず、
ＭＲＩ診断やＸ線診断等の大型かつ高画質な画像が要求される用途において、医療診断の
ための画像記録への利用も検討されている。
【０００３】
周知のように、感熱画像記録は、発熱素子が一方向に配列されてなるグレーズを有するサ
ーマルヘッドを用い、グレーズを感熱フィルム（感熱記録層）に若干押圧した状態で、両
者をグレーズと直交する方向に相対的に移動しつつ、各発熱素子にエネルギーを印加する
ことにより、感熱フィルムの感熱記録層を加熱して画像記録を行う。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、サーマルヘッドの発熱素子は、発熱時間および発熱エネルギーに応じて抵抗値
が変化する。発熱素子は発熱体であるので、例えば、抵抗値が低下するに応じて発熱量は
大きくなり、抵抗値が下がった分だけ発熱素子の温度が増加して、画像濃度が高くなって
しまい、所定濃度の画像を記録することができなくなってしまう。
しかも、感熱記録装置に装着されたサーマルヘッドの各発熱素子の発熱履歴（行った画像
記録に対してどの程度の割合で発熱したか＝総発熱量）は、当然それぞれで異なるので、
抵抗値の変化量も各発熱素子毎に異なる。そのため、画像記録を行うに従って、各発熱素
子の抵抗値変化量に差（抵抗値のバラツキ）が生じ、この差に応じて、記録画像に濃度ム
ラが生じてしまう。
【０００５】
これを解決するため、サーマルヘッドを用いた画像記録装置においては、画像記録時に、
各発熱素子の抵抗値に応じた画像補正、いわゆる抵抗値補正を行って画像記録を行ってい
る。
ところが、特公平３－３７５１２号公報にも示されるように、従来のサーマルヘッドを用
いた画像記録装置では、抵抗値補正は、各発熱素子の抵抗値を測定し、その抵抗値を用い
て行っているため、各発熱素子の抵抗値のバラツキに起因する濃度ムラを十分に補正する
ことができない。
【０００６】
このような記録画像の濃度ムラは、仕上り画像の品質低下を招き、高画質な画像記録を要
求される用途では、大きな問題となる。特に、前述のような医療用途では高画質の画像が
要求され、しかも、濃度ムラは画像観察の障害となり、診断のミスにもつながる重大な問
題となる。
【０００７】
本発明の目的は、前記従来技術の問題点を解決することにあり、サーマルヘッドを用いる
感熱記録装置において、各発熱素子の抵抗値のバラツキに起因する濃度ムラを、抵抗値補
正によって十分に補正することができ、濃度ムラのない高画質な画像を、安定して形成す
ることができる感熱記録装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、本発明は、発熱素子を一方向に配列してなるグレーズを有す
るサーマルヘッドと、前記グレーズと感熱記録材料とを接触して、前記発熱素子の配列方
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向と直交する方向にサーマルヘッドと感熱記録材料とを相対的に移動する手段と、画像デ
ータ供給源から画像データを受取り、この画像データに抵抗値補正を含む画像処理を施し
て、感熱記録画像データとする画像処理部と、サーマルヘッドの温度測定手段とを有し、
さらに、前記画像処理部が、

前記サーマルヘッドの温度、あるいは記
録画像の画像データ値、もしくはその両者に応じて、前記抵抗値補正の補正係数を調整す
る手段を有することを特徴とする感熱記録装置を提供する。
【００１０】
また、前記感熱記録装置において、前記抵抗値補正データが空間周波数処理されてなるも
のであるのが好ましい。
【００１１】
さらに、前記画像記録装置において、前記画像処理部が、所定枚数の画像記録毎に前記抵
抗値補正データを更新するのが好ましい。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の感熱記録装置について、添付の図面に示される好適実施例をもとに詳細に
説明する。
【００１３】
図１に、本発明の感熱記録装置の一例の概略図が示される。
図１に示される感熱記録装置１０（以下、記録装置１０とする）は、例えばＢ４サイズ等
の所定のサイズのカットシートである感熱記録フィルム（以下、感熱フィルムＡとする）
に感熱画像記録を行うものであり、感熱フィルムＡが収容されたマガジン２４が装填され
る装填部１４、供給搬送部１６、サーマルヘッド６６によって感熱フィルムＡに感熱画像
記録を行う記録部２０、および排出部２２を有して構成される。また、図３に示されるよ
うに、記録部２０のサーマルヘッド６６には、画像処理部８０、画像メモリ８２および記
録制御部８４が接続され、さらに、画像処理部８０には補正データ記憶部８６が接続され
る。
【００１４】
このような記録装置１０においては、供給搬送部１６によって記録部２０まで感熱フィル
ムＡを搬送して、サーマルヘッド６６を感熱フィルムＡに押圧しつつ、サーマルヘッド６
６のグレーズ６６ａの延在方向と直交する方向に感熱フィルムＡを搬送して（図２参照）
、記録画像に応じて各発熱素子を加熱することにより、感熱フィルムＡに感熱画像記録を
行う。
【００１５】
図示例の記録装置１０は、樹脂フィルムや紙等を支持体として、その表面に感熱記録層を
形成した感熱記録材料として、感熱フィルムＡを用いるものであり、感熱フィルムＡは、
例えば、透明なポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム等の透明フィルムを支持
体として、その一面に感熱記録層を形成してなるものである。
このような感熱フィルムＡは、通常、１００枚等の所定単位の積層体（束）とされて袋体
や帯等で包装されており、図示例においては、所定単位の束のまま感熱記録層を下面とし
て記録装置１０のマガジン２４に収納され、一枚ずつマガジン２４から取り出されて感熱
画像記録に供される。
【００１６】
マガジン２４は、開閉自在な蓋体２６を有する筐体であり、感熱フィルムＡを収納して記
録装置１０の装填部１４に装填される。
装填部１４は、記録装置１０のハウジング２８に形成された挿入口３０、案内板３２およ
び案内ロール３４，３４、停止部材３６を有しており、マガジン２４は、蓋体２６側を先
にして挿入口３０から記録装置１０内に挿入され、案内板３２および案内ロール３４に案
内されつつ、停止部材３６に当接する位置まで押し込まれることにより、記録装置１０の
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所定の位置に装填される。
【００１７】
供給搬送手段１６は、装填部１４に装填されたマガジン２４から感熱フィルムＡを取り出
して、記録部２０に搬送するものであり、吸引によって感熱フィルムＡを吸着する吸盤４
０を用いる枚葉機構、搬送手段４２、搬送ガイド４４、および搬送ガイド４４の出口に位
置する規制ローラ対５２を有する。
搬送手段４２は、搬送ローラ４６と、この搬送ローラ４６と同軸のプーリ４７ａ、回転駆
動源に接続されるプーリ４７ｂならびにテンションプーリ４７ｃと、この３つのプーリに
張架されるエンドレスベルト４８と、搬送ローラ４６に押圧されるニップローラ５０とを
有して構成され、吸盤４０によって枚葉された感熱フィルムＡの先端を搬送ローラ４６と
ニップローラ５０とによって挟持して、感熱フィルムＡを搬送する。
【００１８】
記録装置１０において記録開始の指示が出されると、図示しない開閉機構によって蓋体２
６が開放され、吸盤４０を用いた枚葉機構がマガジン２４から感熱フィルムＡを一枚取り
出し、感熱フィルムＡの先端を搬送手段４２（搬送ローラ４６とニップローラ５０）に供
給する。搬送ローラ４６とニップローラ５０とによって感熱フィルムＡが挟持された時点
で、吸盤４０による吸引は開放され、供給された感熱フィルムＡは、搬送ガイド４４によ
って案内されつつ搬送手段４２によって規制ローラ対５２に搬送される。
なお、記録に供される感熱フィルムＡがマガジン２４から完全に排出された時点で、前記
開閉手段によって蓋体２６が閉塞される。
【００１９】
搬送ガイド４４によって規定される搬送手段４２から規制ローラ対５２に至るまでの距離
は、感熱フィルムＡの搬送方向の長さより若干短く設定されており、搬送手段４２による
搬送で感熱フィルムＡの先端が規制ローラ対５２に至るが、規制ローラ対５２は最初は停
止しており、感熱フィルムＡの先端はここで一旦停止して位置決めされる。
この感熱フィルムＡの先端が規制ローラ対５２に至った時点で、サーマルヘッド６６（グ
レーズ６６ａ）の温度が確認され、サーマルヘッド６６の温度が所定温度であれば、規制
ローラ対５２による感熱フィルムＡの搬送が開始され、感熱フィルムＡは、記録部２０に
搬送される。
【００２０】
図２に、記録部２０の概略図を示す。
記録部２０は、サーマルヘッド６６、プラテンローラ６０、クリーニングローラ対５６、
ガイド５８、サーマルヘッド６６を冷却する冷却ファン７６（図１参照）、およびガイド
６２を有する。
サーマルヘッド６６は、例えば、最大Ｂ４サイズまでの画像記録が可能な、約３００ｄｐ
ｉの記録（画素）密度の感熱画像記録を行うものであって、感熱フィルムＡへの感熱記録
を行う発熱素子が一方向（図１および図２中紙面と垂直方向図３矢印ｃ方向）に配列され
るグレーズ６６ａが形成されたサーマルヘッド本体６６ｂと、サーマルヘッド本体６６ｂ
に固定されたヒートシンク６６ｃとを有する（図３参照）。サーマルヘッド６６は、支点
６８ａを中心に矢印ａ方向および逆方向に回動自在な支持部材６８に支持されている。
【００２１】
プラテンローラ６０は、感熱フィルムＡを所定位置に保持しつつ所定の画像記録速度で回
転し、グレーズ６６ａの延在方向と直交する方向（図２中の矢印ｂ方向）に感熱フィルム
Ａを搬送する。
クリーニングローラ対５６は、粘着ゴムローラ５６ａと、通常のローラ５６ｂとからなる
ローラ対であり、粘着ゴムローラ５６ａが感熱フィルムＡの感熱記録層に付着したゴミ等
を除去して、グレーズ６６ａへのゴミの付着や、ゴミが画像記録に悪影響を与えることを
防止する。
【００２２】
図示例の記録装置１０において、感熱フィルムＡが搬送される前は、支持部材６８は上方
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（矢印ａ方向と逆の方向）に回動しており、サーマルヘッド６６（グレーズ６６ａ）とプ
ラテンローラ６０とは接触していない。
前述の規制ローラ対５２による搬送が開始されると、感熱フィルムＡは、次いでクリーニ
ングローラ対５６に挟持され、さらに、ガイド５８によって案内されつつ搬送される。感
熱フィルムＡの先端が記録開始位置（グレーズ６６ａに対応する位置）に搬送されると、
支持部材６８が矢印ａ方向に回動して、感熱フィルムＡがサーマルヘッド６６のグレーズ
６６ａとプラテンローラ６０とで挟持されて、記録層にグレーズ６６ａが押圧された状態
となり、感熱フィルムＡはプラテンローラ６０によって所定位置に保持されつつ、プラテ
ンローラ６０（および規制ローラ対５２と搬送ローラ対６３）によって矢印ｂ方向に搬送
される。
【００２３】
この搬送に伴い、記録画像に応じてグレーズ６６ａの各発熱素子を加熱することにより、
感熱フィルムＡに感熱画像記録が行われる。
ここで、本発明の記録装置１０においては、この感熱画像記録の抵抗値補正は以下のよう
にして行われる。
【００２４】
図３（ａ）にサーマルヘッド６６の概略斜視図を、図３（ｂ）にサーマルヘッド６６の記
録制御系のブロック図を示す。
図３に示されるように、サーマルヘッド６６の記録制御系は、基本的に、画像処理部８０
、画像メモリ８２および記録制御部８４から構成される。また、画像処理部８０には、抵
抗値補正に用いられるサーマルヘッド温度および画像データ値（すなわち画像濃度値）に
応じた重み付け関数もしくは重み付けテーブルが記憶される補正データ記憶部８６が接続
される。
【００２５】
ＣＴやＭＲＩ等の画像データ供給源Ｒからの画像データは、画像処理部８０に送られる。
画像処理部８０は、下記の各種の画像処理を行う画像処理回路やメモリが組み合わされた
ものであり、画像データ供給源Ｒからの画像データを受け、この画像データに、画像の輪
郭を強調するための鮮鋭度補正（シャープネス処理）；　感熱フィルムＡのγ値等に応じ
て適正な画像を得るための階調補正；　発熱素子の温度に応じて発熱エネルギを調整する
温度補正；　グレーズ６６ の中央部と両端部とにおける濃度差を補正するシェーディン
グ補正；　各発熱素子の抵抗値の差を補正する抵抗値補正；　加熱する発熱素子数によら
ず、同じ濃度に対応する画像データを同濃度で発色するための黒比率補正；　等の所定の
画像処理を行い、さらに、必要に応じてフォーマット（拡大・縮小、コマ割り当て）を行
って、サーマルヘッド６６による感熱記録に応じた感熱記録画像データとして画像メモリ
８２に出力する。
【００２６】
ここで、図３に示されるように、図示例のサーマルヘッド６６のヒートシンク６６ｃのフ
ィンにはグレーズ６６ａに対応する部分で５か所の切り欠き６６ｄ，６６ｄ……が形成さ
れ、この部分のヒートシンク６６ｃの基部には、サーミスタ８８が配置されている。各サ
ーミスタ８８は、ヒートシンク６６ｃの基部の温度を測定することでグレーズ６６ａの温
度を検出するものであり、図示例においては、５か所でグレーズ６６ａの温度（すなわち
、この部分の発熱素子の温度）を検出する。
【００２７】
サーミスタ８８による温度検出結果は、画像処理部８０に送られ、画像処理部８０は、例
えば、直線補間等によって各発熱素子（各画素）の温度を検知し、その温度に応じて前述
の温度補正を行う。
さらに、本発明にかかる記録装置１０においては、この各発熱素子の温度および画像デー
タ値に応じて、係数を調整して抵抗値補正を行う。
【００２８】
前述のように、サーマルヘッドを利用する記録装置においては、使用に伴って発熱素子の
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抵抗値にバラツキが生じ、それが記録画像の濃度ムラの要因の一つとなっており、定期的
にあるいは必要に応じて、各発熱素子の抵抗値を測定し、その抵抗値に応じた抵抗値補正
を行って画像記録を行っている。しかしながら、本発明者の検討によれば、感熱画像は、
サーマルヘッドすなわち各発熱素子の温度、および記録画像の濃度すなわち記録する画像
の画像データ値にも影響を受け、単に抵抗値のみを用いて抵抗値補正を行う従来の装置で
は、抵抗値のバラツキに起因する濃度ムラを十分に補正することができない。
これに対し、本発明の記録装置１０においては、前述のサーミスタ８８による温度検出結
果から得られる発熱素子の温度および記録画像の画像データ値に応じて、抵抗値補正の係
数を調整する。
【００２９】
なお、図示例においては、好ましい対応として発熱素子温度および画像データ値の両者に
応じて係数を調整して抵抗値補正を行うが、本発明はこれに限定はされず、発熱素子の温
度もしくは画像データ値のいずれか一方のみに応じて係数を調整して抵抗値補正を行って
もよい。
【００３０】
記録装置１０において、抵抗値補正は、基本的に、抵抗値補正データ［Ｒ／Ｒｍ］を、前
の画像処理回路（例えば、シェーディング補正回路　あるいは画像データ供給源Ｒからの
画像データ）から転送された画像データ値（画像濃度値）Ｄに乗算すること（Ｄ×［Ｒ／
Ｒｍ］）によって行われる。
上記抵抗値補正データ［Ｒ／Ｒｍ］において、Ｒはその発熱素子の抵抗値を、Ｒｍは全発
熱素子の内の最大抵抗値を示す。すなわち、記録装置１０においては、サーマルヘッド６
６の各発熱素子の最大抵抗値Ｒｍを基準として抵抗値補正を行う。
記録装置１０においては、各発熱素子毎に抵抗値補正データすなわち［Ｒ／Ｒｍ］が算出
され、画像処理部８０のメモリに記憶されており、抵抗値補正の際に、対応する発熱素子
の抵抗値補正データを読み出して、これを画像データ値Ｄに乗算することにより、抵抗値
補正が行われる。
【００３１】
ここで、本発明の記録装置１０においては、前記発熱素子の温度および記録画像の画像デ
ータ値Ｄに応じて、抵抗値補正データに掛ける係数を調整（補正）して抵抗値補正が行わ
れる。
前述のように、画像処理部８０には、補正データ記憶部８６が接続される。この補正デー
タ記憶部８６には、図４（ａ）に示されるような、サーマルヘッド６６（発熱素子）の温
度に応じた重みαを算出する重み付け関数（あるいはこれに対応するテーブル）、および
図４（ｂ）に示されるような、記録画像の画像データ値Ｄに応じた重みβ（Ｄ）を算出す
る重み付け関数が記憶されている。
【００３２】
画像処理部８０は、抵抗値補正の際に、前記抵抗値補正データと共に、補正データ記憶部
８６に記憶される図４（ａ）に示される関数（テーブル）を用いて、検出された発熱素子
の温度に応じた重みαを算出（あるいは読み出し）し、さらに、図４（ｂ）に示される関
数を用いて、抵抗値補正の前の画像処理回路から出力された画像データ値Ｄに応じた重み
β（Ｄ）を算出し、両重みを抵抗値補正データ［Ｒ／Ｒｍ］に掛ける係数として、下記式
によって抵抗値補正されてなる画像データＤａを算出する。
Ｄａ＝Ｄ×（１－α×β（Ｄ）×（１－［Ｒ／Ｒｍ］））
【００３３】
従って、本発明の記録装置１０によれば、サーマルヘッドの温度や画像データ値も補償し
て、各発熱素子の抵抗値バラツキに起因する濃度ムラを十分に補正した感熱画像記録が可
能であり、濃度ムラのない高画質な画像を、安定して形成することができる。
【００３４】
なお、重みαおよびβを得るための重み付け関数あるいはテーブルは、用いるサーマルヘ
ッド６６の特性、感熱フィルムＡの特性、装置構成（加熱、冷却効率等）等に応じて適宜
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決定すればよい。
また、抵抗値補正データを記憶するのは、補正データ記憶部８６であってもよい。
【００３５】
前述のように、抵抗値補正データのＲｍは、全発熱素子中の最大抵抗値であり、これを基
準として抵抗値補正が行われる。
ここで、サーマルヘッドの製造上、グレーズ６６ａの延在方向の端部は、中央部分に比し
て発熱素子の抵抗値のバラツキが大きく、また、端部は記録画像に対応しない場合が多く
、経時的な発熱素子の抵抗値変化が大きい。そのため、この部分の抵抗値が抵抗値補正デ
ータの基準すなわちＲｍになると、抵抗値補正が不安定になってしまう。
そのため、本発明の記録装置１０においては、抵抗値補正データの基準となる最大抵抗値
Ｒｍは、グレーズ６６ａ延在方向の端部の所定点数、例えば１００画素を除いた発熱素子
から選択・設定されるのが好ましい。
【００３６】
最大抵抗値Ｒｍの設定から除く端部の発熱素子数には特に限定はなく、サーマルヘッド６
６の特性やサイズ、感熱フィルムＡの特性、最も記録頻度が高いフォーマット等に応じて
適宜決定すればよいが、例えば、前述のような、最大Ｂ４サイズで、記録密度３００ｄｐ
ｉのサーマルヘッド６６（３０７２画素）であれば、両端を１００画素前後除いた中から
最大抵抗値Ｒｍを設定すればよい。
【００３７】
各発熱素子の抵抗値の測定は、通常は、サーマルヘッドの全発熱素子を発熱した状態で、
電流値もしくは電圧を測定することによって行われる。
そのため、本発明の記録装置１０においては、実測で得られた各発熱素子毎のＲ／Ｒｍを
空間周波数処理して、これを抵抗値補正データ［Ｒ／Ｒｍ］として に記憶
して、抵抗値補正を行うのが好ましい。
【００３８】
空間周波数処理の方法には特に限定はなく、例えば、フィルタリング処理等によって行な
うことができる。
【００３９】
前述のように、各発熱素子の抵抗値は、画像記録を行うに応じて経時と共に変化する。
そのため、本発明の記録装置１０においては、好ましい態様として、所定枚数の記録を行
う毎に、全発熱素子の抵抗値を測定し、抵抗値補正データ［Ｒ／Ｒｍ］を更新するように
構成される。
発熱素子の抵抗値の測定方法には特に限定はなく、定電圧を印加して電流値を測定する方
法、定電流を供給して電圧を測定する方法、一定のエネルギーを供給して熱量を測定する
方法等、各種の発熱素子の抵抗値測定方法が例示されるが、図示例の記録装置１０におい
ては、一例として、図５に模式的に示される方法で行われる。
【００４０】
図５に示されるように、記録装置１０には、駆動用電源９０および前述の記録制御部８４
に加え、抵抗値測定用の定電流源９２および抵抗測定信号発生部９４が配置されている。
サーマルヘッド６６（その各発熱素子）には、サーマルヘッド６６と駆動用電源９０もし
くは定電流源９２とを切り替えて接続する切換スイッチＳＷ１ 　 と、サーマルヘッド６６
と記録制御部８４もしくは抵抗測定信号発生部９４とを切り替えて接続する切換スイッチ
ＳＷ２ 　 が接続される。
【００４１】
通常の状態では、サーマルヘッド６６には駆動用電源９０および記録制御部８４が接続さ
れているが、抵抗値補正データ更新の指示が出されると、記録装置１０全体を制御する制
御部（図示省略）によって、切換スイッチＳＷ１ 　 および切換スイッチＳＷ２ 　 が切り替
えられ、図５に示されるように、サーマルヘッド６６と定電流源９２および抵抗測定信号
発生部９４とが接続される。
この状態で、定電流源９２からサーマルヘッド６６に所定の電流を供給し、サーマルヘッ
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ド６６の電圧を測定することにより、各発熱素子の抵抗値が測定される。
各発熱素子の抵抗値は、 に送られ、前述のようにして最大抵抗値Ｒｍと各
発熱素子の抵抗値Ｒとから抵抗値補正データが算出され、 に記憶されて抵
抗値補正データが更新される。
【００４２】
なお、抵抗値補正データの更新を行う感熱記録枚数には特に限定はなく、サーマルヘッド
の特性、記録頻度が高いフォーマット等に応じて適宜設定すればよいが、通常、Ｂ４の感
熱画像記録で、１０００～１００００枚程度とすればよい。また、この抵抗値補正データ
の更新は、記録装置１０にカウンタを設け、所定枚数の画像記録毎に自動的に行うように
構成してもよく、カウンタを値を見たオペレータやサービスマンの指示に応じて適宜行う
ものであってもよい。
あるいは、オペレータやサービスマンが記録画像の画質を判断し、抵抗値補正データの更
新が必要であると判断した時点を以て所定枚数の画像記録とし、更新の指示を出してもよ
い。
【００４３】
記録装置１０において、前述のように、ＣＴやＭＲＩ等の画像データ供給源Ｒからの画像
データは、画像処理部８０に送られ、画像処理部８０において鮮鋭度補正、階調補正、温
度補正、シェーディング補正、以上詳述した抵抗値補正、黒比率補正等の所定の画像処理
が施され、さらに、必要に応じてフォーマットされて、サーマルヘッド６６による感熱記
録に応じた画像データとされた感熱記録画像データは、画像処理部８０から出力され、画
像メモリ８２に記憶される。
記録制御部８４は、画像メモリ８２に記憶された感熱記録画像データを、グレーズ６６ａ
の延在方向の１ラインずつ順次読み出し、読み出した感熱記録画像データに応じた記録信
号（画像に応じた電圧印加時間幅）をサーマルヘッド６６に出力する。
サーマルヘッド６６の各発熱素子は、記録信号に応じて発熱し、前述のように、感熱フィ
ルムＡがプラテンローラ６０等によって矢印ｂ方向に搬送されつつ、感熱画像記録が行わ
れる。
【００４４】
感熱画像記録が終了した感熱フィルムＡは、ガイド６２に案内されつつ、プラテンローラ
６０および搬送ローラ対６３に搬送されて排出部２２のトレイ７２に排出される。トレイ
７２は、ハウジング２８に形成された排出口７４を経て記録装置１０の外部に突出してお
り、画像が記録された感熱フィルムＡは、この排出口７４を経て外部に排出され、取り出
される。
【００４５】
以上、本発明の感熱記録装置について詳細に説明したが、本発明は上述の例に限定はされ
ず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良および変更を行ってもよいのは
もちろんである。
【００４６】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明の感熱記録装置によれば、サーマルヘッドの各発熱
素子の抵抗値のバラツキに起因する濃度ムラを、抵抗値補正によって十分に補正すること
ができ、濃度ムラのない高画質な画像を、安定して形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の感熱記録装置の一例の概念図である。
【図２】図１に示される感熱記録装置の記録部の概念図である。
【図３】（ａ）はサーマルヘッドの概略斜視図を、（ｂ）はサーマルヘッドの記録制御系
のブロック図である。
【図４】（ａ）および（ｂ）は、抵抗値補正の重み関数を示すグラフである。
【図５】抵抗値測定の方法を示すブロック図である。
【符号の説明】

10

20

30

40

50

(8) JP 3554431 B2 2004.8.18

画像処理部８０
画像処理部８０



１０　（感熱）記録装置
１４　装填部
１６　供給搬送手段
２０　記録部
２２　排出部
２４　マガジン
２６　蓋体
２８　ハウジング
３０　挿入口
３２　案内板
３４　案内ロール
３６　停止部材
４０　吸盤
４２　搬送手段
４４　搬送ガイド
４８　エンドレスベルト
５０　ニップローラ
５２　規制ローラ対
５６　クリーニングローラ対
５８，６２　ガイド
６０　プラテンローラ
６３　搬送ローラ対
６６　サーマルヘッド
６８　支持部材
７２　トレイ
７４　排出口
７６　冷却ファン
８０　画像処理部
８２　画像メモリ
８４　記録制御部
８６　補正データ記憶部
８８　サーミスタ
９０　駆動用電源
９２　定電流源
９４　抵抗測定信号発生部
Ａ　感熱（記録）フィルム
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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